採用してはいけない人物チェックリスト＋面接質問集
（監修：RESUS社会保険労務士事務所／社会保険労務士 山田雅人）

第1部　採用してはいけない人物チェックリスト（10項目）
下記は、採用後にトラブル・早期離職につながりやすい人物の特徴を整理したチェックリストです。
各項目に該当が多い場合は「再現リスク」を想定し、慎重な選考判断が必要です。
	No
	見抜きポイント
	危険サイン・観察ポイント

	1
	前職の悪口を言う
	被害者意識が強く、再発リスク高。感情的に話す場合は特に注意。

	2
	経歴が華やかすぎる
	超高学歴・有名企業出身など。環境ギャップに耐えられず短期離職しやすい。

	3
	自己評価が高すぎる
	承認欲求過多・衝突傾向。謙虚さ・学習意欲が乏しい。

	4
	他人のせいにする発言
	責任感が弱く、改善受容力が低い。

	5
	話が長く結論が出ない
	思考整理力・報連相力に難。

	6
	面接で指摘に反論する
	素直さに欠け、注意指導を受け入れられない。

	7
	面接マナーが雑
	敬意・誠実さの欠如。遅刻・服装・言葉遣いなどに現れる。

	8
	短期離職を繰り返す
	環境適応力が低く、同様のトラブル再発リスクあり。

	9
	協調性が感じられない
	チーム不適合。自己中心的な行動・発言が多い。

	10
	謙虚さがない
	学習意欲が低下しやすく、成長停滞につながる。


総合判断の目安：
· 該当数が3項目以内：要注意レベル
· 4～6項目：慎重採用ゾーン（他面接官評価とすり合わせ）
· 7項目以上：高リスク人材（採用見送り推奨）

第2部　面接質問集（採用してはいけない人物を見抜く質問例）
面接では、本人の「受け答え内容」だけでなく、
答えるまでの間・話す姿勢・声のトーン・表情にも注目してください。

【1】価値観・人間性を見抜く質問
· 「どんなときに他人に感謝しますか？」
　→ 感謝の対象・具体例が出る人は、誠実で協調的な傾向。
· 「困難に直面したとき、誰を頼りますか？」
　→ 自己中心的な人は答えに詰まりやすい。
· 「仕事でうまくいかなかったとき、どのように発散しますか？」
　→ ストレス耐性・自己制御力の有無を確認できる。

【2】退職理由・転職動機を見抜く質問
· 「前職を辞めた理由を、差し支えなければ教えてください。」
　→ 他責的な発言（上司・人間関係・制度の不満）は要注意。
· 「前職での一番の学びは何でしたか？」
　→ 反省・内省がある人は再現性が高い。
· 「なぜ当社を志望されたのですか？」
　→ “待遇”や“立地”ばかりの回答はミスマッチのサイン。

【3】誠実さ・協調性を見抜く質問
· 「一緒に働きやすいと思う人の特徴を教えてください。」
　→ 理想像が極端すぎる場合は柔軟性欠如の可能性。
· 「上司や先輩に注意された経験はありますか？　どう対応しましたか？」
　→ 注意を受け入れた経験を語れる人は改善力が高い。
· 「チームの成果を優先した経験を教えてください。」
　→ 自分本位な人は、チーム視点で語れない傾向がある。

【4】仕事の姿勢・成長意欲を見抜く質問
· 「どんな時にやりがいを感じますか？」
　→ “評価”や“賞賛”への依存度を確認。
· 「今後3年間でどんなスキルを伸ばしたいですか？」
　→ 現実的な回答なら定着・貢献意識がある。
· 「業務で苦手なことがあれば教えてください。」
　→ 自己認識力と正直さの確認。

【5】観察すべき非言語サイン（チェック欄付き）
	観察ポイント
	良いサイン
	注意サイン

	話し方
	落ち着き・一貫性がある
	早口・極端な自信・弁解が多い

	聴き方
	メモ・相づち・姿勢が丁寧
	質問を遮る・相手の話を聞かない

	マナー
	清潔感・挨拶・目線が自然
	無表情・遅刻・スマホ確認など

	態度
	謙虚・感謝・誠実さ
	優越感・反論・不機嫌な表情

	言葉遣い
	丁寧・ポジティブ
	否定語・他責表現・攻撃的



第3部　採用判断コメント欄（記入用）
応募者名：
面接日：
担当者名：
1. 印象メモ
...............................................................................................
...............................................................................................
2. 該当チェック項目（番号記入）
...............................................................................................
3. 採用可否の判断理由（根拠含む）
...............................................................................................
...............................................................................................

補足メモ
· 面接官は最低2名以上で評価し、主観的な印象に偏らないよう共有してください。
· 「採ってはいけない人物」は性格の良し悪しではなく、自社とのカルチャーフィットを見極めるための実務的基準です。
· 採用後のオンボーディング・教育体制と併せて活用すると、定着率の向上につながります。

本シートは、中小企業が採用後の早期離職や職場トラブルを防止するための実務的な観点をまとめたものであり、性別・年齢・国籍など、法令により不適切とされる差別的な取り扱いを推奨するものではありません。採用にあたっては関係法令・公正な採用選考の基本を必ずご確認ください。
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